
オリエンテーション 
 2年生は、1年・3年に比べるとたるみやすいということを昨日の学年だよりに載せ

ました。たるみやすい理由の 1つは、目標が明確ではないからです。1年生は、『こん

な中学校 3年間に～』、3年生は『卒業してこんな進路に～』と目標が明確になって

います。4８期生の学年目標を考えた結果、昨年と同じにしました。 
 

 

 

 
 

 

 

勉強がよくできる人は『立派な中学生』と言われるでしょう。勉強が苦手でも、まわり

のことを考えてその人たちのために行動できる人は『立派な人間』と言われます。中

学生である前に１人の人間であることを自覚し、目標を達成できるようにしてくださ

い。 
 

学年目標達成のために 
学年目標を達成するために今年度もこの２つを取り組みます。 

 

○正しい挨拶をすること 

⇒挨拶という字には『心を開いて相手に近づく』という意味があります。つまり 

相手がいて初めて成り立つものです。相手にとって気持ちの良い挨拶を意識 

できる人は、自然とまわりのことを考えて行動ができるようになります。 
 

○時間を大切にすること 

⇒時間は誰にとっても平等です。自分の身勝手な行動が、まわりの人の時間を 

うばうことにつながります。時間を大切にする意識がまわりの人の時間を生み 

出します。日々の班活動は、時間を大切に使うために決めています。『集団内で

の自分の役割を果たす』≒『みんなの時間を大切にする』ことにつながります。 
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『できる』より『やる』ことの方が重要。最初はできないことがあっても 

やろうとしてくれていれば、いつかできるようになります。まずは同じ方

向を目指してやっていきましょう！ 

『まわり(他者)のことを考えて 

行動できるようになること』 


